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Ⅰ「都市計画マスタープランの改定」について 

Ⅰ-１ 改定の基本的考え方 
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Ⅰ「都市計画マスタープランの改定」について 

Ⅰ-２ 目指すべき横浜の都市像 
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※⾃動⾞専⽤道路をいう

⾸都圏を構成する⼀員として、
東京をはじめ、隣接する⾃治体と
も連携しながら、⾸都圏全体の発
展をけん引していく必要がある。
さらに、都市構造図と共にテー

マごとに⽰す⽅針図と⼀体となっ
て将来の横浜の姿をより具体にイ
メージしながら都市づくりを進め
ることが望ましい。

Ⅰ-２ ⽬指すべき横浜の都市像 (2) 将来の都市構造 都市構造図
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Ⅰ「都市計画マスタープランの改定」について 

Ⅰ-３ 都市づくりのテーマと方針 
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業務機能が集積する都⼼や、産
業拠点である臨海部、産業集積地
域において地域の特性を⽣かした
拠点づくりや⾰新・創造の環境を
整備し鉄道駅周辺では働く場など
の確保を進める。
また、道路や鉄道ネットワーク

の形成・強化とインフラの整備効
果を⽣かした戦略的な⼟地利⽤に
より、市⺠、企業、⼤学等のもつ
ポテンシャルを最⼤化する。
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都⼼らしいライフスタイルの創出、都⼼から
近接し、古くからのにぎわいある商店街などを
もつ都⼼・臨海周辺部や、緑豊かでゆとりある
郊外部での地域の個性を⽣かしたまちづくり、
鉄道駅周辺での交通利便性等に応じた住宅、利
便施設や働く場などの確保、郊外⼤規模団地の
再⽣等により、市域全域において、多様な⼈が
⾃分らしく働き、活躍できる住環境を整備する。
地域内・拠点間のきめ細やかな移動⼿段の導

⼊や、市内各地にある既存ストックの活⽤によ
り、⽣活利便性・価値の向上を図る。
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市⺠から親しまれ、国内外からも多く
の⼈を惹きつけるにぎわいの核と共に、
歴史や個性から⽣まれる地域らしいにぎ
わいを市内各地に形成する。
さらに、こうした多様なにぎわいをつ

なぎ、快適な滞在空間を形成することで
まち全体の魅⼒が向上している。
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拠点的な⾃然環境や市内に点在する樹
林地や河川などが⾝近に実感できるよう、
保全・創出するとともに活⽤に取り組む。
また、市⺠の環境意識の向上、環境負荷
の低減に取り組む。
都⼼等では最先端の環境技術を導⼊し

たまちづくりを進めるとともに、臨海部
においては脱炭素の取り組みを先導する
産業の集積を図る。
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⼟砂災害や地震⽕災時の延焼、洪
⽔・内⽔、港湾機能や産業機能が集積
する臨海部での津波浸⽔や⾼潮などへ
備える都市づくりとともに、主要駅周
辺や都市機能が集中している区域など
を踏まえた⼟地利⽤の誘導等により、
まちの特性や地形に応じた安全な市街
地を形成する。
さらに、災害時の都市機能確保に資

する緊急輸送道路の整備や⽇常から
「もしも」に備えるまちづくりなども
含めたリスク低減の取組により、都市
の潜在⼒が発揮され、さらに魅⼒的な
都市となることを⽬指す。
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Ⅰ「都市計画マスタープランの改定」について 

Ⅰ-４ 都市像の実現にあたって 
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Ⅰ「都市計画マスタープランの改定」について 

Ⅰ-５ 地域別構想の方向性 
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Ⅱ「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針等の改定」について 

Ⅱ-１ 改定の基本的考え方 
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Ⅱ「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針等の改定」について 

Ⅱ-２ 整開保等の改定の視点 
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Ⅲ「第８回線引き全市見直し」について 
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都市づくりの更なる推進に向けて 
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